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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・ストレスチェックについて　実施期間　平成30年9月10日（月）～30日（日）　該当者は受けるようにしてください。ネット環境があるPCでなければできない為、注意してください。
・9/21（金）消防訓練がある。　参加者：柴崎、紫葉
・9/24（月）デイケア・デイナイトケアで収穫祭を予定。詳細は、後日のカンファレンスで報告予定。担当：慶長
・9月月報の提出期日は10/3（水）。
・医療福祉学会の準備を各チームで進めてください。
＜研修案内＞

・9/18（火）、19（水）17：30～院内研修　場所：メンタルケア病棟4F
テーマ：「災害時の施設での対応」

＜利用者様情報＞
デイケア

・上川原　豊　様～薬の空包では、全て揃っている。今日はハンコを作りに行くと話しているが、使用用途は不明。本人へ詳細を確認することとしている。
・田端　香織　様～昨日、祝日プログラムの外出に参加しているが、疲労感を訴え帰宅を希望することがあった。本日本人より架電があり、疲労感があるとのことでデイケアを欠席すると話している。
・根地戸　恵　様～来所時から不調があるとのことで早退を希望しており、理由を確認すると写真を撮っていて顔が気になると訴えている。今まで写真を摂り過ぎることで調子を崩してきたことを振り返ると、「そうだよね」と自身でも振り返っている様子が窺える。頓服薬を服用する等の不調時の対処を確認し、デイケアにて安心して過ごしてみるよう促すと「頑張るよ」と表情良く話し、プログラムに参加している。スタッフと振り返りを行った後は、不調を訴えることはない。

・曽我　泰庸　様～昼食後生命保険会社へ電話をしており、その後資料請求をしたいからデイケアの住所を教えて欲しいと話す。スタッフから自分自身の住所を設定して対応するよう促すと、「なんで、ここの住所じゃダメなの」と訴えており、別なスタッフから繰り返し説明すると「めんどくさいな」と不機嫌そうに話し以後同様の訴えはない。最近、普段と違う様子が見られてきている為、言動に注意しながら対応していく。
・船場　幸子　様～昨日の帰りに、明日から自分で歩いて来所したいと話しており、本日問題なく通所している。送迎はいったん中止とし、痛みが生じた際には相談するように助言をしている。
・東海林康之　様～昨日のデイケアでは気分が高揚している様子が見受けられる。今後、就労継続支援A型「ふぁーすと」に行きたいと話しており、知り合いからも枠が空いていると声をかけられている。A型に移行することで、生活保護が切られるのではないかと生活費で心配しており、相談支援専門員にも情報提供をすることを伝えている。年齢的にも難しい可能性もあることは以前から言われており、妻様の病状も考慮し、主治医等にも相談してみるように伝えている。
・佐々木　理佳様～本人より架電があり、明日派遣の仕事の面接を受ける為、デイケアを欠席するとのこと。仕事については、ギフトを包装する仕事とのことで、今年いっぱいは大丈夫かなと考えているとのこと。次回来所時に状況を確認することとしている。
・繁名　和恵　様～本日複数回電話があり、最初幻聴があり頓服薬を服用したとの連絡があるが、その後症状が改善しない為デイケアを欠席するとの連絡がある。最近休みがちになっていることや、デイケアの必要性を説明し、次回の来所を促すと「明日は行きます」と話している。
・中村　与一郎様～いつもより少し遅れて来所しており、昨日22時くらいに寝ようとしたが、色々やっていて2時に眠ったとのこと。グループホーム世話人が朝の訪問に来た時に目が覚め、急いでデイケアに来たことを話している。体調を確認すると「少し眠いですけど大丈夫です」と話している。プログラムには普段通り参加しており、他のメンバーから話し掛けられると表情良く会話している
・櫻川　貞二様　～本人より架電があり、訪問看護から下肢の痺れは治らないと言われ、湿布で対処しているとのこと。本日は下肢の痺れや痛みが継続している為、デイケアは欠席すると話している。
　デイナイトケア　

・吉田キクエ　様～排尿時の痛みの訴えがあり、頻尿傾向となっている。不調が続くようであれば相談し、病院受診を検討するよう促している。本日の昼食時、途中で義歯をはずして食事をしており、スタッフが介入。途中でズレることを話しているが、義歯の必要性を説明し、装着を促すと拒否なく応じている。
・倉橋　生子　様～昨日、帰荘後わざとらしく笑うなど気分が高揚している様子が窺えたと青風荘より情報提供がある。他者を睨む行為も続いていたとのこと。デイナイトケアでは午前中、木村義重様や山田隆雄様などに大きな声で不満のような言葉を投げかけていることがあるが、トラブルはない。
・鈴木真知子　様～昨日夕方、不調の詳細について尋ねると、先週の金曜日から胃の調子が悪いことを話している。主治医や青風荘スタッフには相談していないとのことで、相談するように助言をしている。本日は不調の訴えはなく過ごしている。
ナイトケア

・下妻　康貴　様～特定男性利用者（若松邦生様）との交流はないが、「場所移動したのも時間かかってるのも愚痴を話してるからでしょ？」と相手の行動を気にして訴えることがある。本人の言動に注意し、対人トラブルに注意していく。
・若松　邦生　様～来所後間もなく自身が作成した一枚の書類を持参し、「今の僕の気持ちです。担当スタッフ用と青陽館スタッフ用と深澤先生用の3枚印刷しました」と話す。その書類は“やはりナイトケアが重く感じる時がある”というタイトルで、利用者同士の人間関係やナイトケアに行っても気持ちが重くなって帰ってくるといった内容。書類は当館スタッフで情報共有することとし、担当スタッフや主治医には事前に情報提供することとしている。その後場所移動し自己学習しており、スタッフと話すことで徐々に笑顔を見せている。
・村上　元道様～「来週ほとんどナイト来れないかもしれない。母親のことで色々あるのよー」と話しており、事前に欠席理由を教えてほしいことや自身の考えのみで行動せず、無理せずに行動するよう助言している。「わかってるよ」と話しているが、今までも自分の考えのみで動き過ぎてしまい、生活リズムを崩すことがあった為、言動に注意しつつ、現状を確認したながら対応していく。
